
宿道を知ろう
―「歴史の道」を保存活用する意義ー

當眞嗣一

市指定史跡「野嵩スディバナビラ石畳道」文化講座 2025、９，２０（土）



各地に遺る道

道はたんに文物や人々の交流の
舞台としてのみでなく、古くか
ら政治・経済・文化・軍事的に
歴史上重要な役割を担ってきた
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「歴史の道」調査が始まる



琉球国絵図に描かれた首里城を起点とする五つの海道



眞珠道（まだまみち）

眞珠道は、1522年に竣工し
開通した。工事完了を記念
して守礼門脇に眞珠湊碑が
建立された。
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金城町の石畳道は、尚真王代
（在位1477～1526年）の1522

年に造られた真珠道の一部



天保国絵図

元禄の国絵図

正保の国絵図

三つの国絵図について



薩摩藩調製図（部分） 沖縄県立図書館東恩納文庫蔵

古地図に描かれた道



西普天間住宅地区重要文化財（歴史の道「新城地区」）保存整備基
本計画作成業務報告書 令和3年3月 宜野湾市教育委員会 より

今から約２８０年前に描かれた歴史の道（宜野湾間切り）
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「西普天間住宅地区」で発掘された歴史の道と印部石
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海洋博まじかの国道拡幅工事で発見された仲泊遺跡。破壊寸前だったのが保
存運動で文化財の大切さが理解され、1975年に国の文化財に指定された。
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資料の出典；『街道（国頭方東
海道）発掘調査現場一般公開
』資料 2008年7月11日～13日
金武町教育委員会 より

ヤンバルの石畳道



首里の比地川坂の石畳道

うるま市具志川大田の大田坂の石畳道



当山の石畳道 うらおそい歴史の道の石畳道



整備された安波茶橋
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多幸山の一里塚

ヘーレー岩

古い道筋を狙ってシャッターを
押す人が多い

仲泊比屋根坂の石畳道（仲泊遺跡の石畳道）





歴史の道整備事業で造られたサイン
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